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3．教員の国際的な活動 
1) 協定校との交流活動 

（1） ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学 
令和 6 年度イタリア短期研修は、2024 年 9 月 16 日～9 月 24 日（9 日間）に実施され、昨年に引

き続き木下教授が引率した。学生の研修、体験を支援するとともに、今後の交流に関して、カ・フ

ォスカリ大学側担当者と具体的協議を行った。 
コロナ禍および担当者の逝去による長期中断の後、再開後の短期交流は大変うまく行っており、

今後も継続する方針を双方が確認した。一方で、イタリア側学生の本学への研修参加者の確保が課

題となっている。カ・フォスカリ大学へは、日本からも多数の有名大学が交換留学協定を締結して

おり、イタリア人学生にとっては研修先選びに苦労しない状態である。国立大学であるカ・フォス

カリ大学として、特定の大学の研修を薦めることは難しい。そこで、①本学との間で交換留学の協

定を締結する。これにより、授業料免除、学生寮の利用、学生支援サービスの特典により、競争力

を確保する。②学生募集スケジュールを見直す。現在学生募集は秋に行い、春に来日するスケジュ

ールであるが、学生募集を他大学の交換留学選考終了後の 1 月から実施し、秋学期に渡航するよう

に変更することで、他大学の選考にもれた学生の受入れにより、学生を確保する。二点を検討する

ことになった。 
 

（2） ガジャマダ大学との活動 
  インドネシア・ガジャマダ大学医学/公衆衛生学/看護学部教授 Ariani Arista Putri Pertiwi 
先生による特別講義「Nursing Informatics」を令和 6 年 10 月 30 日に開催した。教員 10 名、大

学院生 3 名が参加した。 

  また、令和 6 年 10 月 10 日に、Ariani 先生も参加された西ジャワ州インドネシア看護管理者協

会主催の国際セミナー「看護実践における遠隔医療：コストとケアの質」において、「在宅領域での

テレナーシング」についてのゲストスピーカーとして川上准教授がオンラインで参加した。 

 
2) 民間団体との連携 

（1） 国際 NGO ピースウィンズジャパン 
特定非営利活動法人ピースウィンズジャパン(PWJ) は、本学と災害時連携協定を締結しているが、

看護学部教員は災害時以外に、この NGO の実施する国際人道支援活動に関して技術的協力を継続

している。今年度は、同団体が受託した令和 6 年度日本 NGO 連携無償資金協力事業「ミャンマー

避難民に対する救援事業（タイ・カンチャナブリ県サンクラブリ郡におけるミャンマー避難民を含

む脆弱な母子支援ボランティアの育成事業）」に、木下真里教授が保健医療専門家として８月に派遣

され、現地 NGO に対して専門的助言を行った。 
 

（2） 共同研究 
上述 2024 年 8 月の PWJ 委託業務での渡航をきっかけに、現地医療機関および保健医療分野の

支援団体との連携がはじまり、同年末ごろからタイ-ミャンマー国境地域での母子保健サービスに関

する共同研究をスタートした。まずは、移民や避難民の妊婦健診(Antenatal Care, ANC)受診状況

のデータを収集し、どのようなサービスを受けているのかを調査することから開始している。2021
年のミャンマー軍事クーデターや、コロナ禍、2025 年 3 月 28 日に発生した大地震の影響や、米国

の海外援助政策方針の変更(USAID の解体による事業終了)に伴う財政難が、現地の母子の健康状態

に影響を及ぼす可能性を検討する。 
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次年度も継続予定であるが、今後は調査結果を踏まえた支援にまで活動を拡大するため、正式な

母子保健支援事業として公的機関への応募を検討中である。 
 

（3） 学会活動 
① 日本災害医学会国際委員会 
 前年度より引き続き、木下真里教授が日本災害医学会の国際委員として、主に世界災害緊急医療

学会 WADEM2025・Tokyo の開催企画、演題 20 編の査読、災害看護系国際学会との連携を担当し

た。創刊にあたっては、査読委員となり、学会演題編、投稿論文 1 編の査読を担当した。2024 年

WSDN（世界災害看護学会）が神戸で開催されるにあたっては、木下教授が JADM-WSDN 連携ワ

ーキング・グループのリーダーとして協力の調整にあたった。 
 
② 世界災害看護学会 WSDN 

 11 月に神戸で開催された表題学会には、木下教授が単独座長として登壇した。また DNGL として

5 大学共著演題を発表した 
 

（4） WHO 協会機関誌への寄稿 
日本 WHO 協会「目で見る WHO No.91 2025 冬号」に、本学看護学部を中心としたグローバル

教育についての取組みについて寄稿した。 
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4. 災害看護をリードする活動 
1) 民間団体との連携 
(1) 特定非営利活動法人ピースウィンズジャパン（PWJ 本部：広島県）との連携 

災害時連携を中心とした本学との連携は、2020 年 1 月の締結以来、看護学部教員が中心となっ

て継続している。今年度は主に国際人道危機に関する救援事業の専門的助言を行った。また、本学

研究科博士前期課程修了者が PWJ の災害救援部門（空飛ぶ捜索医療団 Arrows）に就職し活躍して

いる。 
 
(2) 災害看護教育の充実 
 「災害看護実践論（４回生１単位）」が次年度から必修化することから、履修者により実践的な学

習機会を提供するため、高知県総合防災訓練への参加を演習として取り入れることの検討を行った。

学外演習となることから、ロジスティクス、安全管理について主催者との検討を行い、また学内で

は欠席者の代替演習機会についても検討を行った。 
 
(3) 学会活動 

日本公衆衛生学会モニタリング・レポート委員会（健康危機管理グループ）のメンバーとして、

個別課題②安全保障上の問題を含む国内外の新たな重要課題～大規模避難民発生事態における公衆

衛生対策～に看護学部木下教授が参加し、委員会に報告した。 
日本災害医学会には、前年度から引き続き木下教授が国際委員として参加している。 

 
(4) 国際感染症対策 WHO GOARN への参画 

WHO と世界の専門機関で構成される GOARN は、国際的な感染症の脅威（アウトブレイク）に

際して、緊急に専門家（チーム）の派遣を行う仕組みであり、看護学部教員が専門家登録をしてい

る。2025 年 2 月には、アフリカ地域のデング熱流行に関する技術支援に関して、派遣候補者として

推薦を受けた。 
 
2) 学内災害プロジェクト 
 今年度より学内の災害対策は事務局が中心となって運営されることになった。この変更に伴い、

これまで看護学部が中心的な役割を担ってきた高知医療センターとの合同災害訓練への参加の仕方

が変わったため、今年度は、看護学部独自企画として「大規模災害時の学生の保護に関するワーク

ショップ」を開催した。 

 ワークショップは、2024 年 10 月 27 日（日）

合同災害訓練と同時並行して C220 教室で開

催し、20 名弱の看護学部教員の参加を得た。

ワークショップでは、避難誘導、安否確認か

ら、管理運営に至るまで多岐にわたる議論が

されたが、避難が長期になった場合を念頭に

おいた避難生活環境の管理、特に構内にいる

学生および教職員のトイレの確保について

の議論が中心となった（図参照）。 

 この結果を受け、今後の災害対策については、学生、教職員の避難場所の確保、災害用トイレ物品

の保管、運用ルールの確定を急ぐ。 
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